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国
際
情
勢
に
応
じ
て
展
開
さ
れ
る
対
日
有
害
活
動

１ 

諜ち
ょ
う

報
活
動
を

　

 

活
発
化
さ
せ
る
ロ
シ
ア

　

第
二
期
目
を
迎
え
た
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
は
、
中

央
集
権
体
制
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
治
安
・
情

報
機
関
の
権
限
、影
響
力
の
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
平
成
一
六
年

七
月
に
行
わ
れ
た
「
力
の
省
庁
（
国
防
省
、内
務
省
、

連
邦
保
安
庁
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）、
対
外
情
報
庁
（
Ｓ
Ｖ
Ｒ
）

等
の
権
力
機
関
）」
の
新
任
将
校
に
対
す
る
演
説
で
、

Ｓ
Ｖ
Ｒ
の
課
題
と
し
て
、「
国
家
の
戦
略
的
な
決
定
を

下
す
上
で
確
実
な
基
礎
と
な
る
の
は
信
頼
に
足
る
情

報
で
あ
る
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
、
国
家
戦
略
に
お
け
る
対
外
諜
報
活

動
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
諜
報
活
動
は
、
今
後
更
に
活
発
化
し
て

い
く
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

諸
外
国
に
お
い
て
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
一
月
）、

リ
ト
ア
ニ
ア
（
二
月
、七
月
）、エ
ス
ト
ニ
ア
（
三
月
）、

ラ
ト
ビ
ア
（
四
月
）、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
五
月
）
で
ロ

シ
ア
外
交
官
等
が
諜
報
活
動
の
容
疑
等
で
国
外
退
去

処
分
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
二
月
に
は
、
カ
タ
ー
ル

に
お
い
て
元
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
大
統
領
代
行
の
暗

殺
容
疑
で
ロ
シ
ア
情
報
機
関
員
が
逮
捕
さ
れ
、
依
然

と
し
て
ロ
シ
ア
が
非
合
法
活
動
を
展
開
し
て
い
る
実

態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
一
二
年
九
月
、
一
四
年
三

月
に
ロ
シ
ア
に
よ
る
諜
報
事
件
を
検
挙
し
て
お
り
、

ロ
シ
ア
情
報
機
関
員
は
、
依
然
と
し
て
情
報
活
動
を

活
発
に
行
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
警
察
と

し
て
は
、
諜
報
事
案
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、
情

報
の
収
集
や
分
析
能
力
を
強
化
し
、
違
法
行
為
に
は

法
律
に
照
ら
し
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

２ 

科
学
立
国
を
目
指
す

　
中
国
の
多
面
的
か
つ

　
活
発
な
情
報
収
集
活
動

　

一
六
年
一
一
月
、
国
籍
不
明
の
潜
水
艦
が
我
が
国

領
海
に
侵
入
し
、海
上
自
衛
隊
に
「
海
上
警
備
行
動
」

が
発
令
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。
中
国
は
後

第二期目の就任宣言をするプーチン大統領（共同）

中国原子力潜水艦を捜索する海上自衛隊のヘリコプター（11月）（共同）
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日
、
訓
練
航
行
中
の
中
国
原
子
力
潜
水
艦
が
技
術
的

原
因
か
ら
、
誤
っ
て
石
垣
水
道
に
入
っ
た
も
の
と
説

明
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
近
海
で
は
、

中
国
の
海
洋
調
査
船
な
ど
の
活
発
な
活
動
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

  

一
般
に
海
洋
開
発
に
は
高
い
科
学
技
術
が
必
要
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
中
国
は
一
五
年
に
、
初
の
有
人
宇

宙
飛
行
に
成
功
し
た
実
績
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
科

学
技
術
水
準
は
、
科
学
先
進
国
の
域
に
達
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
中

国
は
現
在
も
な
お
、「
科
学
技
術
、
教
育
に
よ
る
国

家
振
興
の
発
展
戦
略
」
を
掲
げ
、挙
国
一
体
と
な
り
、

更
な
る
科
学
立
国
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
同

様
、我
が
国
の
先
端
科
学
技
術
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
は
先
端
技
術
の
習
得
の
た
め
、多
数
の
学
者
、

技
術
者
及
び
留
学
生
や
代
表
団
等
を
我
が
国
に
派
遣

し
、
多
面
的
か
つ
活
発
な
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
て

い
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
目
的

で
来
日
し
た
中
国
人
や
、在
日
公
館
員
等
を
介
し
て
、

先
端
企
業
関
係
者
等
に
対
す
る
幅
広
い
働
き
掛
け
を

強
め
、
我
が
国
か
ら
の
技
術
移
転
等
の
拡
大
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
に
は
違
法
行
為
が
混
在
す
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
警
察
と
し
て
は
平

素
か
ら
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
違
法
行
為

に
対
し
て
は
、
厳
正
な
取
締
り
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
五
年
一
二
月
、
リ
ビ
ア
は
自
国
の
大
量
破
壊
兵

器
計
画
の
廃
棄
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
こ

の
決
定
等
を
契
機
と
し
て
、
核
物
質
や
関
連
機
材
を

取
引
す
る
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
い
わ
ゆ
る
核

の
闇
市
場
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
エ
ル
バ
ラ
ダ

イ
事
務
局
長
は
、
こ
の
核
の
闇
市
場
に
関
連
し
た
国

は
世
界
で
三
〇
か
国
以
上
に
上
る
と
述
べ
、
大
量
破

壊
兵
器
の
拡
散
の
現
状
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
六
年
五
月
、
北
朝
鮮
は
、
サ
リ
ン
の
原
料
に
も

な
る
シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
七
○
ト
ン
を
タ
イ
王
国

の
会
社
か
ら
入
手
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
関
係
国

の
当
局
に
よ
り
、
そ
の
輸
出
が
阻
止
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
一
五
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、

シ
ア
ン
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
一
○
七
ト
ン
を
韓
国
か
ら
中

国
経
由
で
輸
入
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
不
拡
散
に
関
す
る
取
組
み
と
し
て
は
、
五

月
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
が
、
国
際
社
会
の
平
和

と
安
定
に
対
す
る
脅
威
で
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
関

連
物
資
等
の
拡
散
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
参
加
国

日本の排他的経済水域内で活動する中国の海洋調査船「科学１号」（海上保安庁提供）

３ 

大
量
破
壊
兵
器
関
連

　
物
資
等
の
不
正
輸
出
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が
共
同
し
て
採
り
得
る
措
置
を
検
討
し
よ
う
と
す

る
、「
拡
散
に
対
す
る
安
全
保
障
構
想
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ

：

Proliferation　
Security　

Initiative

）」
を
提

唱
し
、
日
本
を
含
め
た
関
係
国
が
参
加
し
て
、
こ
れ

に
基
づ
く
会
合
を
開
催
し
た
り
、
海
上
阻
止
訓
練
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
六
年
一
〇
月
に
は
、
日
本
に

お
い
て
海
上
阻
止
訓
練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
こ
れ
に

連
携
す
る
形
で
、
警
察
等
関
係
機
関
が
、
東
京
港
に

お
い
て
輸
出
管
理
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

一
五
年
九
月
、
第
五
八
回
国
連
総
会
の
一
般
演
説

で
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
は
、
国
内
の
現
行
法
で

対
処
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｉ
の
弱
点
を
解
消
す
る
た
め
、
大
量

破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
非
合
法
化
、
国
際
基
準
に

合
致
し
た
厳
格
な
輸
出
管
理
、
大
量
破
壊
兵
器
の
製

造
に
つ
な
が
る
物
資
の
各
国
内
で
の
保
全
等
を
骨
子

と
し
た
、
大
量
破
壊
兵
器
不
拡
散
体
制
強
化
の
た
め

の
国
連
安
保
理
決
議
の
採
択
を
求
め
、
一
六
年
四
月

に
は
、
安
保
理
決
議
第
一
五
四
〇
号
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
六
月
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た
シ
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
不
拡
散
に
関
す
る
Ｇ

８
行
動
計
画
」が
採
択
さ
れ
、国
際
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
不
拡
散
に
関
す
る
各
種
の
取
組
み
を
強
化
し
、

拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

警
察
は
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
が
国
際
安
全
保

障
上
の
懸
念
事
項
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
か
ん
が

み
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
不
正
輸
出
事
案

に
対
し
、
所
要
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
一
四
年
四
月
、
日
本
版
「
キ
ャ
ッ
チ
・
オ
ー

ル
規
制
」
が
導
入
さ
れ
て
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
同
規

制
に
係
る
違
反
を
二
件
検
挙
し
て
い
ま
す
。

　

●　

一
五
年
一
一
月
、
核
兵
器
等
の
開
発
に
用
い

ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
輸
出
許

可
が
必
要
な
直
流
安
定
化
電
源
を
、
経
済
産
業

大
臣
の
許
可
な
く
タ
イ
王
国
経
由
で
北
朝
鮮
向

け
に
輸
出
し
た
と
し
て
、
東
京
都
内
の
商
社
を

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
違
反
で
検
挙
し
ま

し
た
（
警
視
庁
）。

　

●　

一
六
年
一
月
、
核
兵
器
等
の
開
発
に
用
い
ら

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
輸
出
許
可

が
必
要
な
周
波
数
変
換
器
を
、
経
済
産
業
大
臣

の
許
可
な
く
中
国
向
け
に
輸
出
し
た
と
し
て
、

新
潟
県
内
の
商
社
を
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易

法
違
反
で
検
挙
し
ま
し
た
（
神
奈
川
）。

　

今
後
は
、
国
内
関
係
機
関
等
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
外
国
治
安
情
報
機
関
と
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
か

つ
緊
密
な
関
係
を
構
築
し
、
こ
れ
ら
機
関
と
の
情
報

交
換
を
活
発
に
行
い
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等

の
不
正
輸
出
の
取
締
り
を
一
層
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ＰＳＩ海上阻止訓練に連携した輸出管理訓練（10月、東京）（外務省提供）




